
   1頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（１/２）
14時28分38秒

【関連予算情報】評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価 所属長名 稲垣　弘二
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001403030 南明治整備課工務係 担当者 小笠原　浩光

事務事業 02265 南明治土地区画整理事業地区外道路等整備事業 電話番号 0566-71-3751
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 003 経済
項目（施策） 004 １０都市基盤（市街地）
施策の方針 002 都市拠点（ＪＲ安城駅周辺）の整備促進
事務事業 005 南明治土地区画整理事業地区外道路等整備事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成22年度事業期間 令和 8年度 17 年間～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生 健幸
根拠法令等

備考

【事業分析】
対象 道路の利用者が

目的 安全に通行することができるようになります。

手段 南明治土地区画整理事業の進捗に合わせ、事業区域から延伸する地区外の都市計画道路等の整備を進めます。
まちなかに賑わいを創出するため、オブジェ等を設置します。

事務内容 整備計画の進捗管理、設計業務、工事現場監督、関連事業者との調整、物件調査・補償、用地買収。

（単位：千円）【コスト】
平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 29,710 22,562 117,293
事業費 25,300 19,412 113,993
国庫支出金 0 0 31,500
県支出金 5,250 7,000 0
地方債 0 0 28,000
その他 0 0 0
一般財源 20,050 12,412 54,493

人件費計 4,410 3,150 3,300
正規（人） 0.70 0.50 0.50

その他経費 0 0 0

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

（都）南安城横山線整 （都）南安城横山線整 地区界の区画道路１０
備のため、末広橋を含 備のため、用地買収、 －５号線の一部区間を
めた道路の詳細設計を 物件移転補償を実施し 整備します。また、（
実施しました。また、 ました。 都）南安城横山線整備
区域界の区画道路１０ のため、用地買収、物【事務事業活動実績】
－５号線の一部区間を 件移転補償を実施しま
整備しました。 す。
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   2頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（２/２）
14時28分38秒

評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001403030 南明治整備課工務係
事務事業 02265 南明治土地区画整理事業地区外道路等整備事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

（都）駅前１号線整備 0.00 0.00 0.00
進捗率（事業費ベース ％

0.00 0.00 0.00）
（都）南安城横山線整 6.40 16.80 21.10％備進捗率（事業費ベー

6.30 8.80 0.00ス）
区１０-５号線整備進 41.70 48.90 100.00捗率（事業費ベース） ％

45.20 51.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市道の整備であり、市による事業実施が必要です。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 交通渋滞の緩和、自転車、歩行者の安全確保のために必要です。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 土地区画整理事業に合わせて進捗しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 積極的に国、県の補助金を活用し事業を進めています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他自治体等と同様に基準に沿った整備内容です。
【１次評価結果】

拡充事業の方向性
土地区画整理事業の整備効果を高めるため、地区外に延伸する道路を土地区画整理事業と一体的に整備して、交

採択通渋滞の緩和、交通安全の確保を図ります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）
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   3頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（１/２）
14時28分38秒

【関連予算情報】評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価 所属長名 稲垣　弘二
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001403030 南明治整備課工務係 担当者 小笠原　浩光

事務事業 02266 南明治土地区画整理事業地区外排水路等整備事業 電話番号 0566-71-3751
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 003 経済
項目（施策） 004 １０都市基盤（市街地）
施策の方針 002 都市拠点（ＪＲ安城駅周辺）の整備促進
事務事業 006 南明治土地区画整理事業地区外排水路等整備事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成27年度事業期間 令和 8年度 12 年間～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生
根拠法令等

備考

【事業分析】
対象 追田排水区及び花ノ木排水区内の住民が

目的 大雨災害に対して安心して暮らせるようになります。

手段 南明治土地区画整理事業の進捗に合わせて、事業区域に接続する地区外の排水路を整備します。

事務内容 整備計画の進捗管理、設計業務、工事現場監督、関連事業者との調整、用地買収

（単位：千円）【コスト】
平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 34,176 99,889 13,600
事業費 29,451 93,589 7,000
国庫支出金 10,000 11,400 2,400
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 19,451 82,189 4,600

人件費計 4,725 6,300 6,600
正規（人） 0.75 1.00 1.00

その他経費 0 0 0

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

末広雨水幹線及び排水 末広雨水幹線の工事を 末広雨水幹線及び排水
路１-２号線の工事を 実施しました。 路１－２号の工事を実
実施しました。 施します。

【事務事業活動実績】
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   4頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（２/２）
14時28分38秒

評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001403030 南明治整備課工務係
事務事業 02266 南明治土地区画整理事業地区外排水路等整備事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

末広雨水幹線整備進捗 30.60 100.00 0.00
率（事業費ベース） ％

22.70 100.00 0.00

排水路１-２号線整備 47.40 45.10 100.00％進捗率（事業費ベース
39.60 54.00 0.00）

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 市管理の幹線排水路の整備であり、市による事業実施が必要です。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 大雨時の浸水被害防止に必要な事業であり、ニーズはあります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 土地区画整理事業に合わせて進捗しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 積極的に国、県の補助金を活用し事業を進めています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他自治体等と同様に基準に沿った整備内容です。
【１次評価結果】

拡充事業の方向性
土地区画整理事業の一層の促進を図るとともに、事業を計画期間内に完了するため、土地区画整理地区内の排水

採択路の整備と同調又は先行して地区外排水路の整備を行い、追田排水区及び花ノ木排水区の浸水被害を抑制します
。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   1頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（１/２）
14時29分49秒

【関連予算情報】評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価 所属長名 稲垣弘二
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001403040 南明治整備課換地係 担当者 中村英人

事務事業 02270 南明治第一土地区画整理事業 電話番号 0566-71-3751
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 003 経済
項目（施策） 004 １０都市基盤（市街地）
施策の方針 002 都市拠点（ＪＲ安城駅周辺）の整備促進
事務事業 001 南明治第一土地区画整理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成19年度事業期間 令和 8年度 20 年間～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 まちづくり マニフェスト 地方創生 健幸
根拠法令等 土地区画整理法

備考

【事業分析】
対象 事業区域内の権利者・住民が

目的 既成市街地である事業区域内において、密集市街地の整備改善が図られ、安全で快適な住環境を備えた市街地が
整備されます。また、美しい市街地景観が形成され、都市機能の整備も図られて、土地利用を増進させることが
できるようになります。

手段 土地区画整理事業により道路、公園等を整備、街区・画地の整序を総合的に行います。

事務内容 整備に支障となる建物等の移転補償を行うため物件調査、補償交渉を行います。そして、道水路等を整備するた
め詳細設計、築造工事の施工・管理を行います。また、事業計画や換地計画の作成及び国庫補助申請も行います
。なお、住宅市街地総合整備事業との合併施行により、効率的に市街地整備を進めます。

（単位：千円）【コスト】
平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 1,893,197 1,851,631 1,571,149
事業費 1,847,837 1,806,271 1,517,689
国庫支出金 857,842 615,102 464,391
県支出金 71,560 111,255 94,100
地方債 468,000 570,800 281,200
その他 463 300 3
一般財源 449,972 508,814 677,995

人件費計 45,360 45,360 53,460
正規（人） 7.20 7.20 8.10

その他経費 0 0 0

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

仮換地指定面積2,300 仮換地指定面積400㎡ 仮換地指定面積6,300
㎡ 建物移転戸数16戸 ㎡
建物移転戸数34戸 道路築造延長473.0ｍ 建物移転戸数4戸
道路築造延長707.0ｍ 協議会活動回数5回 道路築造延長639.0ｍ
協議会活動回数11回【事務事業活動実績】
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   2頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（２/２）
14時29分49秒

評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001403040 南明治整備課換地係
事務事業 02270 南明治第一土地区画整理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

家屋移転の進捗率（戸 93.30 96.20 97.50
数） ％

91.10 96.20 0.00

仮換地指定の進捗率（ 75.40 86.00 86.00％面積）
79.50 79.90 0.00

道路築造の進捗率（延 75.42 77.60 87.40長ベース） ％
67.80 76.20 0.00

水路築造の進捗率（延 87.10 88.10 98.40
％長ベース）

71.40 91.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 既成市街地の整備であり市自ら事業を実施する必要があります。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 H18年に末広・花ノ木から事業促進陳情書が提出されています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 事業費ベースの進捗率は69.2%で順調に進捗しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 住宅市街地総合整備事業と合併施行を実施しています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 補助金を受けるため基準どおりの算定を行っています。
【１次評価結果】

拡充事業の方向性
重点密集市街地である当地区の居住環境の改善と防災機能の向上を目指し、安心で安全な市街地の形成と中心市

採択街地としての活性化が図られるよう、本事業を推進します。
なお、中心市街地として定住人口や交流人口が増加し、回遊性が向上することで、さらなる賑わいをもたらす都
市拠点の形成が図られることが望まれます。そのため、取得した市有地を集約して有効活用を図るとともに、権１次コメント
利者の方には土地の共同化及び高度利用化による優良な建築物等の整備を促してまいります。（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   3頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（１/２）
14時29分49秒

【関連予算情報】評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価 所属長名 稲垣弘二
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001403040 南明治整備課換地係 担当者 中村英人

事務事業 02271 住宅市街地総合整備事業 電話番号 0566-71-3751
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 003 経済
項目（施策） 004 １０都市基盤（市街地）
施策の方針 002 都市拠点（ＪＲ安城駅周辺）の整備促進
事務事業 002 住宅市街地総合整備事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成18年度事業期間 令和 8年度 21 年間～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 まちづくり マニフェスト 地方創生 健幸
根拠法令等 住宅市街地総合整備事業制度要綱

備考

【事業分析】
対象 事業区域内の権利者・住民が

目的 既成市街地である事業区域内において、密集市街地の整備改善が図られ、安全で快適な住環境を備えた市街地が
整備されます。

手段 住宅市街地総合整備事業により、老朽住宅を除却し、耐震性貯水槽・特殊道路・ポケットパーク等を築造します
。集会所、仮設住宅、コミュニティ住宅等の供給も行います。また、住宅の建替えを共同で実施することを促進
します。

事務内容 道路等を整備するため詳細設計、築造工事の施行・管理を行います。そして、老朽住宅の除却対象となる建物調
査、補償交渉を行います。また、事業計画の作成や国庫補助申請も行います。なお、土地区画整理事業との合併
施行により、効率的に市街地整備を進めます。

（単位：千円）【コスト】
平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 280,303 238,342 81,725
事業費 264,238 222,592 64,235
国庫支出金 116,560 97,930 14,320
県支出金 0 0 0
地方債 103,000 87,200 12,800
その他 5,796 5,610 5,796
一般財源 38,882 31,852 31,319

人件費計 16,065 15,750 17,490
正規（人） 2.55 2.50 2.65

その他経費 0 0 0

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

建物除却戸数7戸 建物除却戸数4戸 道路築造延長91.0ｍ
道路築造延長90.8ｍ 道路築造延長147.9ｍ 仮設住宅の借上げ7戸
仮設住宅の借上げ13戸 仮設住宅の借上げ9戸

【事務事業活動実績】

IP27P040



   4頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（２/２）
14時29分49秒

評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001403040 南明治整備課換地係
事務事業 02271 住宅市街地総合整備事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

除却家屋の進捗率（戸 97.10 99.40 100.00
数） ％

97.70 100.00 0.00

コミュニティ住宅の累 27.00 27.00 27.00戸数計戸数（建設型・借上
27.00 27.00 0.00げ型）

追田川プロムナード築 28.31 60.20 69.64造の進捗率（延長ベー ％
19.40 59.90 0.00ス）

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 既成市街地の整備であり市自ら事業を実施する必要があります。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 H18年に末広・花ノ木から事業促進陳情書が提出されています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 事業費ベースの進捗率は92.3%で順調に進捗しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 土地区画整理事業と合併施行を実施しています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 補助金を受けるため基準どおりの算定を行っています。
【１次評価結果】

拡充事業の方向性
狭あいな道路、不整形な過小宅地、密集した木造老朽住宅、既存商店街の活力低下等により防災上の懸念を抱え

採択ております。土地区画整理事業との合併施行により、重点密集市街地である当地区の居住環境の改善と防災機能
の向上を目指し、安心で安全な市街地の形成と中心市街地としての活性化が図られるよう、本事業を推進します
。１次コメント

（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   5頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（１/２）
14時29分49秒

【関連予算情報】評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価 所属長名 稲垣弘二
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001403040 南明治整備課換地係 担当者 廣村郁夫

事務事業 02272 南明治第二土地区画整理事業 電話番号 0566-71-3751
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 003 経済
項目（施策） 004 １０都市基盤（市街地）
施策の方針 002 都市拠点（ＪＲ安城駅周辺）の整備促進
事務事業 003 南明治第二土地区画整理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成21年度事業期間 令和 2年度 12 年間～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生 健幸
根拠法令等 土地区画整理法

備考

【事業分析】
対象 事業区域内の権利者・住民が

目的 既成市街地である事業区域内において、都市機能の整備が図られ、安全で快適な住環境を備えた市街地が整備さ
れて、土地利用を増進させることができるようになります。また、安城更生病院跡地が有効利用されることで中
心市街地が活性化されます。

手段 土地区画整理事業により道路、公園等を整備、街区・画地の整序を総合的に行います。

事務内容 整備に支障となる建物等の移転補償を行うため物件調査、補償交渉を行います。そして、道水路等を整備するた
め詳細設計、築造工事の施工・管理を行います。また、事業計画や換地計画の作成及び国庫補助申請も行います
。令和元年度に換地処分公告、令和２年度に清算金事務を行い、事業完了しています。

（単位：千円）【コスト】
平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 16,154 15,942 0
事業費 8,909 7,752 0
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 1 2,880 0
一般財源 8,908 4,872 0

人件費計 7,245 8,190 0
正規（人） 1.15 1.30 0.00

その他経費 0 0 0

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

換地計画認可申請 清算金徴収事務
換地計画変更認可申請 清算金交付事務
換地処分通知発送
換地処分公告

【事務事業活動実績】

IP27P040



   6頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（２/２）
14時29分49秒

評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001403040 南明治整備課換地係
事務事業 02272 南明治第二土地区画整理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

家屋移転の進捗率（戸 100.00 100.00 0.00
数） ％

100.00 100.00 0.00

仮換地指定の進捗率（ 100.00 100.00 0.00％面積）
100.00 100.00 0.00

道路築造の進捗率（延 100.00 100.00 0.00長ベース） ％
100.00 100.00 0.00

水路築造の進捗率（延 100.00 100.00 0.00
％長ベース）

100.00 100.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 既成市街地の整備であり、市自ら事業を実施する必要があります。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 計画どおりに事業を行い、事業完了しています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 計画どおりに事業を行い、事業完了しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 計画どおりに事業を行い、事業完了しています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 土地区画整理法などに基づいた事業です。
【１次評価結果】

休止・廃止・終了事業の方向性
令和元年度に換地処分公告、令和２年度に清算金事務を行い、事業完了しています。

採択

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   7頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（１/２）
14時29分49秒

【関連予算情報】評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価 所属長名 稲垣弘二
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001403040 南明治整備課換地係 担当者 中村英人

事務事業 02273 南明治第三土地区画整理事業 電話番号 0566-71-3751
【基本情報】
計画次数 02 第８次安城市総合計画
５Ｋの分類 003 経済
項目（施策） 004 １０都市基盤（市街地）
施策の方針 002 都市拠点（ＪＲ安城駅周辺）の整備促進
事務事業 004 南明治第三土地区画整理事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成29年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 政策的 性質別費目
健幸事業 マニフェスト 地方創生 健幸
根拠法令等 土地区画整理法

備考

【事業分析】
対象 事業区域内の権利者・住民が

目的 既成市街地である事業区域内において、都市機能の整備が図られ、安全で快適な住環境を備えた市街地が整備さ
れて、土地利用を増進させることができるようになります。

手段 土地区画整理事業により道路、公園等を整備、街区・画地の整序を総合的に行います。

事務内容 整備に支障となる建物等の移転補償を行うため物件調査、補償交渉を行います。そして、道路等を整備するため
詳細設計、築造工事の施工・管理を行います。また、事業計画や換地計画の作成及び国庫補助申請も行います。

（単位：千円）【コスト】
平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 14,759 9,113 9,610
事業費 8,774 4,073 4,000
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 8,774 4,073 4,000

人件費計 5,985 5,040 5,610
正規（人） 0.95 0.80 0.85

その他経費 0 0 0

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

まちづくり協議会支援 まちづくり協議会支援 まちづくり協議会支援
区画整理設計修正

【事務事業活動実績】

IP27P040



   8頁
令和 3年 8月18日事務事業評価シート（２/２）
14時29分49秒

評価年度 令和 2年度 進捗区分 ２次評価
所属 0001403040 南明治整備課換地係
事務事業 02273 南明治第三土地区画整理事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

まちづくり協議会の設 1.00 1.00 1.00
立 地区

1.00 1.00 0.00

想定換地設計の作成 1.00 0.00 0.00地区
1.00 0.00 0.00

事業計画関連図書の作 0.00 0.00 0.00成 地区
0.00 0.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 既成市街地の整備であり市自ら事業を実施する必要があります。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 H15年に区画整理事業施行区域として都市計画決定されています
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 コロナ禍であるため、事業化のタイミングを図っています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 効率的な事業計画及び実施計画の準備を進めています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 事業計画及び算定基準に基づき実施する事業です。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
平成１５年に南明治土地区画整理事業として都市計画決定をしてから建築の制限がかかっており、土地利用を規

採択制している状況であるため、早期の事業化が必要です。平成３０年にまちづくり協議会が立ち上がり、勉強会を
主催するなど権利者の意識も高まってまいりました。コロナ禍で事業開始時期を先送りとしていますが、今後も
まちづくり協議会におきまして、権利者の皆様とともにアフターコロナの時代に適応した駅周辺のあるべき姿に１次コメント
ついて研究を進めながら、事業化のタイミングを図ってまいります。（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041


